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つくば市では、４月１日から公共交通の改編を実施いたします。この改編により、公
共交通を軸に都市機能を連携させ、誰もが移動しやすいまちの構築を目指します。改編
では、つくバスやつくタクの他、民間路線バスの活用や新たな支線交通の実証実験運行
を行います。
また、市では、内閣府から「ＳＤＧｓ未来都市」の認定を受け、持続可能なまちづく

りを実現するために、企業や研究機関、ＮＰＯや市民一人一人との連携が求められてい
ます。多くの主体にSDGsを知っていただくため、バス等の車体を媒体としたプロモー
ションを展開することにいたしました。
当日は、公共交通改編の内容、新たなつくバスデザインのコンセプト等について説明

する他、新デザインの車両等も展示いたします。

日時：平成31年３月28日（木）13:30～14:30
場所：つくば市消防本部３階多目的ホール及び消防本部南側駐車場

つくば市公共交通改編と
SDGｓプロモーションの説明会

【公共交通改編の内容】
・つくバス：路線の新設・ルート変更、バス停増設等
・つくタク：共通ポイント、特例ポイント数の増設
・茎崎地区一部路線での運賃補填、新規路線バスの
導入（３年間の実証実験）

・桜地区の路線バス増便（３年間の実証実験）
・筑波地区支線型バスの導入（３年間の実証実験）

【つくバスデザインのコンセプト】
新たなデザインは、つくばならではのＳＤＧｓの考え方を一言で伝

える「これからの やさしさの ものさし」をコンセプトとしていま
す。
様々な物事を、やさしさの尺度をもって捉えられるように、ビジュ

アルを使って表現していきます。


